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じめ221'1が参加し， （1）化学 ・化学 r学， （2）生物
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学寄！I・日程 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 i筒点
合格者 最高点 最低点
：！ 前文期系 55 210 201 198 57 800 556.83 446.5 
総 合。前期系
人間学部 j理 55 268 259 254 55 130 800 589.25 424.5 
；後期 20 420 302 182 22 800 535.99 481.99 
i前期 190 725 665 663 193 700 518 429.33 
文学部： 224 
：後期 30 442 282 137 31 700 535.75 468.5 
: 1liJJ~J 40 179 159 158 42 800 574. 24 474.91 
教育学部： 63 
：後j捌 20 151 144 95 21 1 000 717. 24 628.33 
：前期 340 1,028 l 028 1,015 345 750 552 452.25 
395 
法学部： 592 512 214 50 
i後期 60 500 396.75 370.25 
52 34 23 14 13 
－前期 160 592 592 580 161 800 552.25 462.5 i一般
： 前守同也町期
経済学部！ 文
50 324 251 239 51 234 1,050 709.25 518.25 
479 371 226 23 i後期 30 950 595.7 502.4 
41 27 25 12 7 
；前期 294 989 960 948 295 650 567 333 
理己主席。 326 
：後期 32 1,266 1,236 830 33 400 264 221 
：前期 90 414 414 395 92 1,250 1.047 853 
I~ 乙戸 部： 102 
；後期 10 334 300 205 12 1.250 912.25 851 
：前期 70 222 222 209 74 950 723.75 534.25 
業宇都： 85 
: 1長期 10 169 169 93 12 950 621.58 555.28 
：前期 940 2.729 2,722 2,676 940 1,000 787.58 531.25 
工学部 I 1,051 
: 1長期 110 1,530 1,527 827 117 1, 100 846. 75 713.25 
i前期 252 755 755 743 263 1.050 737.25 579.5 
~学部’ 325 
：後期 63 679 679 425 64 810 556 .13 437.83 
：前期 2,536 8,435 
計
8,228 8,078 2,568 
: 後期 385 6.155 5,583 3,282 411 
Z口忌 言十 2,921 14 ,590 13 ,811 11,360 2,979 2,955 
（備考） 1）法学部，経済学部後期の下段は，外国学校出身者のための入学者選考を示す。




学 部 ｜受入人員 ｜ 申請者数｜受験者数｜欠席者数｜合格者数｜入学者数
法学部｜若干名｜ 11 ol 11 ol o 
工学部｜若干名｜ 2 I 2 I o ' 
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；前期 940 2,729 2,722 2,676 940 1,000 787.58 531.25 
工学部： 1,051 
；後期 110 1,530 1,527 827 117 1,100 846.75 713.25 
前 112 322 319 112 746.41 555.16 
土木系学科 125 
後 13 179 178 13 787.75 718.25 
前 40 120 120 40 724. 91 531.25 
衛生工学科 45 
後 5 65 64 5 796.5 755.5 
前 36 190 190 36 693.5 541 
資源工学科 39 
f麦 4 88 88 6 816 716.75 
前 85 244 244 85 740.58 584.75 
建築系学科 95 
後 10 128 128 10 772.75 713.75 
前 232 760 758 232 768.5 587.25 
物理工学科 260 
後 28 445 444 29 846.75 753.75 
前 126 303 303 126 787.58 570.25 
電気系学科 141 
後 14 140 140 15 797.5 716 
n1J 90 213 212 90 778.08 581. 41 
情報系学科 101 
f変 11 128 128 1 785 752 
前 219 577 576 219 705.25 541.16 
工業化学科 245 
後 25 357 357 28 798.25 713.25 
：前期 252 755 755 743 263 1.050 737.25 579.5 
農学部． 325 
i後Wl 63 679 679 425 64 810 556 .13 437.83 
｝~ 学 科 20 （前期 16~1 後期i 4名） 20 
林 &'.: 科 20 （前期 17名 後期 4名） 21 
~芸化学科 64 （前期 52~円 後期 13名） 63 
農林生物学科 15 （前期 13名 後期 3名） 16 
農業工学科 41 （前期 35名 後期 8名） 43 
農林経済学科 35 (1lf期 30名 後期 7名） 37 
水 産 ’F 科 23 （前期 19名 後期 5~，） ・24 
林産工学科 34 （前期128名 f愛知j 7名） 35 
食品工学科 38 （前期 31名 後J切 8名） 39 





ぷて総J人I、I]‘ ： 文 教 法 経済 理 医 薬 工 ~ 言十 ぷて総合人 文 教 法育 l/J 育
北海道
13 28 6 21 20 54 5 4 60 17 228 
三重
17 16 2 23 
7 6 1 5 3 12 21 1 57 4 5 
青森
4 3 4 4 8 2 6 31 il 滋賀
13 18 8 30 
2 1 1 2 1 3 10 3 4 1 11 
6 1 6 1 5 2 21 京都
81 123 26 192 
米岩手 1 2 1 1 5 9 26 4 48 
12 4 5 9 1 12 1 44 大阪
107 145 49 321 
宮域
2 1 2 1 1 1 8 10 32 15 77 
3 1 3 3 6 16 兵庫
74 117 31 194 
秋凹
1 1 2 14 25 6 54 
畿奈良~t 2 9 5 9 2 9 2 38 
39 53 17 93 
山形 4 12 7 34 
3 1 3 8 
1 14 2 16 
福ぬ
6 10 1 2 1 20 3 7 3 53 和歌山 2 5 1 6 
1 1 1 2 1 1 8 6 5 4 17 
茨城
5 12 3 4 15 33 3 24 15 114 鳥取 2 1 1 3 
1 1 1 6 7 3 19 
中島被 7 7 4 8 
栃木
4 12 2 9 8 13 7 4 17 6 82 1 3 2 3 
関 2 5 1 3 7 2 21 20 19 3 33 
10 1 1 9 10 26 9 3 26 1 116 問 ｜｜ l 5 1 8 群馬
1 2 1 3 9 1 18 24 23 2 52 
埼玉
11 27 7 12 29 62 8 7 52 16 231 国広ぬ 3 5 12 
3 1 2 3 1 1 9 1 21 2 13 1 8 




4 6 1 3 4 7 2 10 5 42 3 1 6 12 徳島
* 東京 99 91 30 86 120 249 68 13 173 76 1,005 凶13 16 5 15 17 23 8 2 31 9 139 芥川 7 11 6 26 
58 38 18 25 38 99 20 8 84 46 434 3 8 
神奈川
9 3 2 5 7 10 3 1 17 6 63 5 18 6 7 愛媛
13 9 1 11 7 35 5 14 9 104 国
1 4 1 
新潟 8 5 4 16 2 1 1 8 1 1 14 高知
4 17 3 5 8 8 4 1 17 10 77 1 1 1 5 富山
1 2 1 1 2 3 4 14 29 45 14 46 福岡中 3 8 10 9 23 3 4 51 6 117 3 5 1 10 
石川
2 2 1 1 4 1 1 5 28 佐賀
6 6 6 5 
1 15 8 19 23 22 6 2 31 13 140 1 
福井 九 10 4 7 12 4 3 8 5 2 7 4 33 長崎
8 3 2 2 8 13 2 1 7 3 49 1 1 3 4 山梨
2 2 7 熊本
11 7 11 
10 13 2 11 8 33 1 5 47 7 137 
2 2 2 
長野
4 1 3 2 4 1 11 3 29 大分 3 
4 1 10 
12 23 1 17 17 47 11 4 42 17 191 
2 4 
岐阜
1 2 3 1 4 1 9 6 27 宮崎
5 5 2 5 
部l ナM 2 3 
静岡
20 28 5 26 10 43 9 7 77 43 268 20 15 6 26 
5 3 6 2 5 1 23 13 58 鹿児島 2 6 
愛知
53 80 18124 57 132 34 15 319 96 928 4 1 4 
13 13 3 26 8 28 3 4 86 31 215 沖縄
（備考） 1）「その他」には外国学校出身者のため
検 定





経済学部…… 。41名， 。7名 13 
2）高等専門学校出身者は，高等専門学校
898 1.167 330 1,672 の所在都道府県に含む。 左口〉 言十

















































理 医 i築 工 2是
36 12 4 67 23 216 
7 1 1 15 6 41 
26 5 7 97 38 264 
3 2 2 21 10 61 
168 87 45 560 169 1,644 
26 9 8 129 33 325 
254 lll 92 890 316 2,593 
36 13 23 214 70 558 
188 135 42 427 119 1,478 
38 29 9 124 30 359 
98 37 25 331 102 871 
20 12 7 92 25 228 
27 5 12 45 12 153 
3 1 2 9 5 34 
17 1 12 7 74 
3 3 3 16 
10 5 2 14 10 71 
4 1 3 3 23 
32 11 5 76 25 241 
6 2 27 6 57 
60 24 14 110 21 346 
10 1 4 26 7 70 
33 3 2 34 6 113 
8 8 25 
5 7 2 19 8 69 
1 1 1 6 4 16 
17 9 4 56 14 169 
1 1 17 3 37 
1 1 2 51 17 138 
2 3 14 4 32 
18 6 2 21 12 96 
2 1 1 5 2 20 
60 18 10 130 40 431 
8 5 3 32 7 77 
12 3 4 27 5 77 
3 1 1 6 15 
5 3 4 1 8 65 
2 2 2 15 
22 3 1 26 3 101 
2 1 9 21 
21 7 3 11 5 69 
3 1 4 1 15 
15 1 2 1 2 54 
3 2 3 17 
29 22 6 40 24 205 
1 2 1 6 2 21 
6 1 2 5 3 27 
1 1 2 
35 12 5 18 9 126 
3 4 
3 1 98 
20 
2,255 748 391 4 259 1.434 14,590 
326 102 85 1.051 、325 2,955 
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I ＜随想＞ よつ。しカ、しながら，この中問的な位霞付けカff 
j 一… ：；？
名＋千教授中戸莞二 創設にあずかつた女子短大は企業－続営’で‘活躍 f
Q で、きる戦業人の千T成を目指していた。それゆえ ：！ 退一ら…火学~. …礎知識の修l多
（短大）の信lj設にかかわった。 J個E ＂＇ ~＇ め． 2年間の教育活動が重点的になされた。し fjとは申川町の山田明 カし刈業教育附いても山ltl： ~TfI 
百量点JI請から一期生卒業までというおlj 司・~＇ ＿， I もうとの意識，大学であろうとする安勢が教職 q
i 学の始まりを経験以すぎな ~－ 1 員のあいだに高まり始めて山また余儀なく j
~ ぃ。この間多くの方々のご脚 ·.；~ 圧縮されている一般教育に，人文 ・ti：会・自然 5
~ ご協）Jをいただき，いまも阪 、.， 科学の諸分野からの輪講方式によるj盛年講義 i
； 感謝している。卸l学の旅すちは順調であった "AlllJ’V を聞いた。これは人間としての在り ~ 
？ が，むろん難しさがなかった訳ではない。 方について学生の思考を期待する科日であり， x 




にわたる審査が逐次進められていし この制 とは到問えない。この理念が教学に定指する ！
な折将と慎盈な審査が高等教育の不要性による ことをJU持するばかりである。 2 
ことは，もとより疑う余地がない。しかしその 制大のほとんどが私立であり，尖に 9訓以上 f
j結果，認可証の交付が関学前年の年ぷ近くにな の短λ止が伝学で学んでいる。国公立の大学と 2 
6 る。このことは，それまで学校制介や学生募集 は異なり，併では教学活動を文える健全な学 j
b の活動が一切できない新z没校にとって大きな痛 校経官が不可欠な条件となる。いま広学につい i
i手となる。既にこの時期には桝既設校の一次 て， l校， l学年あたりの平均丘学生数を比べ j
i入試が終っており，新設校は白校に村IJ.ιしい学 ると，修業年限の短い短大が4判以学の＇ j＇：ば j
； 生を迎えることが難しくなる。しかもこの試練 にも達しない （43%）。このように小規棋なも i
4 は開学年度にとどまらず，社会的：filfiを得るま のが多い書｛〕；大では，本米f干反｜潟係にないはず、の iI でJ詰を
施されると聞くが，既設校の人試以前に学校紹 きおこしやすし、。＊し、，この難しさに当l耐する
介をi苅ますことができるほどの改正を望みたい。 ことはなかったが，風間する水増し入学は教学！ 球 ω が学校教育法明即時の の質をた山低下山穴を掘ることとな ！
目的を“知的，道徳的及び応用的能力を展開さ る。しかし反而，経営からみた適正規模の再検 2
jせること と帆ー。そして第ゆ2 討が山川後にとって重要に思えてなら ；
bで短大について，大学は先の目的に代え“職業 ないo
i又は実際生活に必要な能力を育成することを主 我が国には1,1峨を超える大学があるが， 2 
jな目的とすることができる”としている。すな 短大がその半数を占めている。多様な高等教育 i
iわち短大は織業等の専門教育を主目的とする の一翼を判う短大についてご理解を深めていた s
iが，法的に大学として位置付けられており，そ だければ幸いである。 0 
； の基本的性格を具えなければならないこととな （なかと かんじ 元農学部長 Ui；＂！＇日60年退官 i
4る。そしてここに短大教学の本質があるといえ 専門は木材工学） t 
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